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１
９
７
４
年
１
月
27
日
、

日
本
労
働
党
は
労
働
者
階
級
の

前
衛
、
共
産
主
義
を
目
指
す
革

命
政
党
と
し
て
結
党
し
た
。

　
こ
の
50
年
間
、
転
変
す
る

内
外
情
勢
の
も
と
で
一
貫
し
て

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
帝
国

主
義
に
反
対
し
、
全
世
界
の
労

働
者
人
民
、
諸
国
の
反
抑
圧
の

闘
い
を
支
持
し
て
き
た
。

　
結
党
以
来
、
独
立
・
自
主
の

旗
を
掲
げ
、
政
府
・
支
配
層
の

対
米
従
属
政
治
を
暴
露
し
て

闘
っ
て
き
た
。
ま
た
、
官
・
民

の
労
働
者
、
中
小
企
業
労
働

者
、
非
正
規
の
労
働
者
の
闘
い

を
支
持
、
激
励
し
、
階
級
的
・

革
命
的
発
展
を
促
す
た
め
に

世界各国でパレスチナに連帯する行動が広がる（10月18日、フィリピン）

闘
っ
て
き
た
。
沖
縄
県
民
の
闘

い
と
そ
の
全
国
化
、
反
基
地
・

平
和
の
闘
い
を
支
持
・
支
援
し

て
き
た
。
売
国
農
政
に
苦
し
め

ら
れ
続
け
て
き
た
農
民
の
闘

い
、
構
造
調
整
下
で
切
り
捨
て

ら
れ
て
き
た
中
小
商
工
業
者
の

闘
い
な
ど
を
激
励
し
、
広
範
な

統
一
戦
線
を
形
成
す
る
た
め
に

闘
っ
て
き
た
。
ま
た
、
国
政
選

挙
、
地
方
首
長
・
議
会
議
員
選

挙
で
も
果
敢
に
闘
っ
て
き
た
。

　
わ
が
党
は
、
工
場
・
経
営
を

基
礎
に
し
た
労
働
者
の
党
と
し

て
こ
う
し
た
闘
い
を
支
え
て
き

た
。

　
こ
う
し
た
闘
い
は
、
わ
が
党

の
政
治
路
線
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
。
こ
の
政
治
路
線
は
情
勢
変

化
と
闘
い
の
試
練
に
耐
え
、
こ

ん
に
ち
も
ま
す
ま
す
重
要
な
戦

略
的
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
わ
が
党
の
核
心
で
あ

り
、
誇
り
で
あ
る
。

　　
今
や
資
本
主
義
は
末
期
を
迎

え
、
経
済
社
会
の
あ
り
よ
う
、

す
な
わ
ち
資
本
主
義
的
な
生
産

様
式
が
問
わ
れ
る
歴
史
局
面
と

な
っ
た
。

　
百
年
に
一
度
の
世
界
金
融
危

機
︵
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
︶

以
降
、
危
機
は
拡
大
・
再
生
産

さ
れ
て
、
世
界
の
乱
は
や
ま

ず
、
国
際
関
係
は
対
立
と
激
変

が
続
い
て
い
る
。
そ
こ
に
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
襲
い
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
で
戦
争
の
危

機
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

世
界
の
頂
点
に
立
っ
て
き
た
米

国
は
衰
退
著
し
く
、
国
内
の
階

級
矛
盾
が
激
化
し
、
深
刻
な
分

裂
状
況
に
あ
る
。

　
地
球
温
暖
化
と
相
次
ぐ
自
然

災
害
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
も
ま
た
、
誰
し
も
認
め
る
よ

う
に
産
業
革
命
以
来
の
利
潤
追

求
一
辺
倒
の
資
本
主
義
経
済
の

結
果
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
見
て

も
持
続
不
可
能
で
あ
る
。

　
第
四
次
産
業
革
命
と
い
わ
れ

る
技
術
革
新
の
劇
的
な
進
展

は
、
資
本
主
義
の
延
命
で
は
な

く
、
そ
の
危
機
を
加
速
さ
せ
、

新
し
い
社
会
の
到
来
を
予
見
さ

せ
て
い
る
。

　
国
家
権
力
に
裏
付
け
ら
れ
た

資
本
主
義
的
私
的
所
有
を
基
礎

と
し
た
社
会
は
、
今
や
歴
史
的

な
限
界
に
き
て
お
り
、
完
全
に

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
世

界
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

改
良
的
打
開
は
不
可
能
で
、
根

本
的
解
決
以
外
に
な
い
。
社
会

革
命
の
時
代
で
あ
る
。

　
こ
ん
に
ち
、
国
内
も
ま
た
歴

史
的
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

岸
田
政
権
は
﹁
日
米
同
盟
基

軸
﹂
で
、
米
国
の
対
中
国
戦
略

の
先
兵
と
し
て
軍
事
大
国
化
の

道
に
踏
み
込
ん
だ
。
発
展
す
る

ア
ジ
ア
の
中
で
孤
立
す
る
道
で

あ
る
。
財
界
、
大
企
業
も
中
国

抜
き
に
は
成
り
立
た
ず
、
選
択

が
迫
ら
れ
、
動
揺
し
て
い
る
。

米
中
対
立
の
は
ざ
ま
で
、
対
米

従
属
政
治
の
わ
が
国
は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
資
本
家
階
級
、
支
配
層
は
労

働
者
階
級
を
搾
取
・
収
奪
し
、

貧
困
の
蓄
積
と
格
差
の
拡
大

で
、
も
は
や
﹁
生
活
で
き
な

い
﹂
耐
え
難
い
と
こ
ろ
に
ま
で

追
い
詰
め
て
い
る
。
人
口
減
少

は
加
速
し
社
会
が
成
り
立
た
な

い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
抑

圧
さ
れ
て
き
た
労
働
者
階
級
が

国
家
権
力
を
握
っ
て
経
済
社
会

を
牛
耳
っ
て
き
た
資
本
家
階
級

を
抑
え
込
み
、
社
会
を
革
命
的

に
改
造
す
る
以
外
に
こ
の
危
機

か
ら
の
出
口
は
な
い
。

　
欧
米
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
大

規
模
デ
モ
な
ど
、
危
機
が
深
ま

る
な
か
で
世
界
の
人
民
の
闘
い

は
新
た
な
高
揚
を
見
せ
て
い

る
。
わ
が
国
で
も
ス
ト
ラ
イ
キ

を
武
器
と
す
る
労
働
者
の
闘
い

に
変
化
の
兆
し
が
表
れ
始
め

た
。
﹁
二
度
と
戦
場
に
さ
せ
な

い
﹂
と
闘
う
沖
縄
県
民
、
原
発

事
故
後
の
廃
炉
、
復
興
を
真
剣

　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ガ
ザ
地
区

へ
の
猛
烈
な
空
爆
に
加
え
て
、

10
月
25
日
以
降
な
し
崩
し
的

に
地
上
侵
攻
を
拡
大
し
て
い

る
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
28

日
、
ハ
マ
ス
と
の
戦
闘
は
﹁
第

二
段
階
に
入
っ
た
﹂
と
宣
言

し
、
さ
ら
な
る
攻
撃
拡
大
を
表

明
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
パ

レ
ス
チ
ナ
人
民
に
対
す
る

﹁
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
︵
集
団
殺
戮

＝
さ
つ
り
く
︶
﹂
で
あ
り
、
明

白
な
国
際
法
違
反
の
戦
争
犯
罪

で
あ
る
。
す
で
に
８
千
人
以
上

の
住
民
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

空
爆
で
死
亡
し
て
お
り
、
今
後

の
戦
闘
拡
大
で
膨
大
な
犠
牲
者

が
出
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
の
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
た
め
に
も
直
ち
に
停
戦
す
べ

き
で
あ
る
。

　
27
日
の
国
連
特
別
総
会
で

は
﹁
人
道
的
休
戦
﹂
な
ど
を
求

め
た
決
議
案
が
圧
倒
的
な
賛
成

パレスチナ人民への虐殺を許さないパレスチナ人民への虐殺を許さないパレスチナ人民への虐殺を許さないパレスチナ人民への虐殺を許さないパレスチナ人民への虐殺を許さない

に
模
索
す
る
福
島
県
民
な
ど
、

﹁
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め

る
﹂
と
政
府
と
対
峙
︵
た
い

じ
︶
す
る
動
き
も
強
ま
っ
て
い

る
。
若
者
も
ま
た
こ
ん
に
ち
の

資
本
主
義
の
危
機
を
と
ら
え
て

多
様
な
闘
い
、
運
動
を
始
め
て

い
る
。

　
こ
ん
に
ち
、
資
本
主
義
の
行

き
詰
ま
り
の
な
か
で
ど
ん
な
社

会
を
つ
く
る
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。
わ
が
党
は
、
戦
略
的
な

方
向
と
し
て
の
社
会
主
義
、
共

産
主
義
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

　
そ
の
実
現
の
た
め
に
﹁
独
立

の
課
題
で
主
導
権
を
握
る
﹂
と

い
う
政
治
路
線
が
真
価
を
発
揮

す
る
時
を
迎
え
て
い
る
。
労
働

者
階
級
に
と
っ
て
、
独
立
・
自

主
の
旗
を
高
く
掲
げ
て
、
支
配

層
の
一
部
も
含
む
最
も
幅
広
い

統
一
戦
線
を
形
成
し
、
労
働
者

階
級
を
中
心
と
し
た
政
権
を
打

ち
立
て
る
文
字
通
り
の
歴
史
的

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　
労
働
者
階
級
と
人
民
大
衆
こ

そ
が
歴
史
と
革
命
の
推
進
力
で

あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
労
働
者

大
衆
と
結
び
つ
き
、
大
衆
に
信

頼
さ
れ
、
こ
の
運
動
の
発
展
に

役
立
っ
て
こ
そ
革
命
的
た
り
う

る
と
い
う
観
点
で
、
と
く
に
急

速
に
政
治
意
識
に
目
覚
め
始
め

た
次
世
代
を
担
う
青
年
た
ち
に

党
を
訴
え
て
、
党
の
飛
躍
的
な

建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
党
と
革
命
運
動
の
前
進

を
願
う
、
多
く
の
友
人
・
知

人
・
支
持
者
の
皆
さ
ん
に
、
そ

し
て
全
党
の
同
志
、
日
頃
ご
無

沙
汰
し
て
い
る
同
志
の
皆
さ
ん

に
も
、
﹁
党
創
立
50
年
記
念

講
演
・
躍
進
の
つ
ど
い
﹂
へ
の

参
加
、
結
集
を
熱
烈
に
訴
え

る
。

　
　
日
本
労
働
党
中
央
委
員
会

多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
バ
イ
デ

ン
米
大
統
領
は
﹁
人
道
的
配

慮
﹂
を
口
に
す
る
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
支
援
の
緊
急
予
算
を
議
会

に
求
め
る
な
ど
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
軍
事
侵
攻
、
虐
殺
行
為
へ
の

加
担
を
強
め
て
い
る
。
非
難
さ

れ
る
べ
き
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ

の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
米
国

で
あ
る
。
世
界
中
で
パ
レ
ス
チ

ナ
へ
の
攻
撃
に
抗
議
す
る
大
規

模
な
デ
モ
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
犠
牲
者
の
拡
大
に
対
し
て
イ

ス
ラ
エ
ル
国
内
で
も
﹁
地
上
侵

攻
を
待
て
﹂
と
い
う
世
論
が
急

速
に
広
が
り
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政

権
の
支
持
率
は
20
％
台
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
お
り
、
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
と
バ
イ
デ
ン
は
孤
立
を
深

め
て
い
る
。

　
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
虐
殺
を
許

さ
な
い
声
を
全
国
で
上
げ
て
い

こ
う
。
　
　
　
　
　
　
︵
Ｈ
︶


